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75名のうち55名の患者から聴取した.この入院前1週間
に気持ちの辛さがあったと答えた患者 21名.身体の疼痛




























































































































肺転移 【経 過】 手術,化学療法を実施したのち,本人
の希望で治療を中止した.食欲が低下し,体動困難となり
入院となった.腹部疼痛に対してオピオイドが開始となっ
たが,A氏の状態悪化に伴い,妻からの不安の訴えも増強
していった.【看護問題】 患者家族の不安が増強すると,
A氏夫婦の穏やかな時間を過ごすことが困難になる.【介
入・結果】 A氏は苦痛が日々強くなり,妻はその苦痛を軽
減してあげたいとA氏への援助を行っていた.妻の「少し
でも辛さを和らげてあげたい」「近くにいてあげたい」とい
う思いを支えるために,夜間は妻も休めるように配慮し,
ケアに参加できるように働きかけた.A氏は,妻のマッ
サージを受けることで,安心感を得ることができ,苦痛の
緩和につながった.妻は,マッサージを行うことでA氏の
穏やかな表情をみて安心感を得ることができた.また,自
身のケアがA氏の苦痛緩和につながり満足感を得ること
ができた.【考 察】 入院中の終末期患者のケアは医療
者が中心となることが多い.しかし,家族の思いや心身の
状態をアセスメントし,家族が可能なケアが提供できるよ
う介入することは,患者,家族双方にとって苦痛を緩和し,
大切な時間を共有することにつながることがわかった.
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「ACPが日本を変える」
～その人らしい旅立ちを支えるために～
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